
城陽市障がい者自立支援協議会 

第 33 回 聴覚言語障がい支援部会報告書 

 

報告者 部会長  聴覚障害者生活支援センター はーもにぃ  長山 綾  

標記について下記のとおり報告します。 

日  時  平成 27 (2015) 年 12月 5日午前 10時～12時 

場  所  城陽市福祉センター 研修室 

出 席 者  城陽市福祉課 

相談支援事業所 はーもにぃ 

手話通訳者の会・要約筆記奉仕員会・手話サークル・要約筆記サークル 

城陽ろうあ協会・城陽市難聴者協会  

検討課題    １．城陽市手話言語条例の動きについて 

２．難聴者・要約筆記の啓発 

 

【議事録】 

１．城陽市手話言語条例の動きについて 

（１）市役所職員向けの研修会、商業施設での手話教室を開催。保育所、幼稚園にて体験教室を開催。 

   ろうあ者、難聴者、手話サークル会員、京都府聴覚言語障害センターが支援で関わっている。 

（２）ポスター等での啓発を行っている。 

（３）今後、街頭にて啓発活動を行う予定。 

 

２．難聴者、要約筆記者の啓発 

（１）社会福祉協議会主催の包括支援センターの研修にて啓発とアンケートの協力をお願いをした。 

（２）アンケートの結果を元に、次年度に講演会や研修会を開催していく。 

 

 

 

 

 

 


